
塚脇F1号墳解説パネル３　W900×H600mm    S=1/2.5

　F1号墳から出土した馬具は、鞍磯金具、轡、鏡板、引手金具、雲珠、

辻金具、飾金具があり、このような一揃いの馬具がみつかっている

のは、塚脇古墳群ではF1号墳だけです。

　これらの馬具は鉄に金メッキを施した豪華なもので、古墳の被葬者

が生前に権力の象徴として愛馬をきらびやかに飾りたてていたもの

です。およそ1500年の時を経て、ほとんどが錆で覆われていますが、

ところどころに残る金の輝きは、葬られた人物の権力の大きさを

示しています。

塚脇F 1号墳の出土遺物
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